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第 982 号 
令和 7 年 12 月 5 日 

日
本
税
関
労
働
組
合
は
令
和
７
年
11
月
14
日
、
都
内
に
お
い
て
、
中

央
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
約
100
名
の
組
合
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。 集

会
は
冒
頭
、
髙
橋
副
中
央
執
行
委
員
長
（
東
京
）
の
開
会
挨
拶
で
始

ま
り
、
来
賓
の
田
中
和
德
衆
議
院
議
員
か
ら
公
務
員
を
取
り
巻
く
情
勢
や

水
際
で
取
締
を
行
う
税
関
の
役
割
の
重
要
性
と
税
関
職
員
の
定
員
確
保

の
必
要
制
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
、
激
励
の
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
仲
野
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
主
催
者
を
代
表
し
て
、
公
務
員
を

取
り
巻
く
情
勢
や
、
税
関
の
職
場
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
を
説
明
し
た
の

ち
、
級
別
定
数
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
、
組
合
員
一

人
一
人
の
心
、
気
持
ち
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
国
会
議
員
の
方
々
、
並
び
に
上
部
団
体
、
友
誼
団

体
か
ら
も
数
多
く
の
連
帯
、
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
、
代
表
し
て
自
由
民
主
党
の
鈴
木
俊
一
幹
事
長
及
び
全
大
蔵

労
働
組
合
連
絡
協
議
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

続
い
て
、
原
川
書
記
長
よ
り
10
月
20
日
に
行
っ
た
人
事
院

交
渉
及
び
内
閣
人
事
局
交
渉
の
結
果
を
中
心
に
税
関
の
定

員
・
級
別
定
数
の
確
保
に
向
け
た
秋
闘
期
に
お
け
る
税
関
労
組

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
情
勢
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
函
館
、
名
古
屋
、
門
司
の
各
地
区
本
部
の
代
表

者
に
よ
る
力
強
い
決
意
表
明
及
び
横
浜
地
区
本
部
に
よ
る
集

会
宣
言
の
提
案
が
行
わ
れ
、
会
場
の
満
場
の
拍
手
に
よ
り
確

認
と
採
択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

最
高
潮
に
達
し
た
集
会
は
、
福
本
副
中
央
執
行
委
員
長
（
長

崎
）
に
よ
る
閉
会
挨
拶
が
さ
れ
、
仲
野
中
央
執
行
委
員
長
の
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
に
よ
り
組
合
員
の
一
致
団
結
を
確
認
し
、
盛

会
の
ま
ま
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

 団結ガンバローの様子 

大
会
当
日
、
私
た
ち
税
関
労
組
の
た
め
に
、

激
励
に
か
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
来
賓

の
田
中
和
德
衆
議
院
議
員
（
党
）
を
紹
介
し
ま

す
。
田
中
先
生
は
、
税
関
労
組
の
推
薦
議
員
で

も
あ
り
、
常
日
頃
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
活
動
に

大
変
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 大

変
お
忙
し
い
中
、
暖
か
い
お
言
葉
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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函館地区本部  

寺田さん 

【【国国民民民民主主党党】】    古川 元久、円 より子 

【【社社  民民  党党】】    福島 みずほ 

 

摘
発
、
迅
速
・
適
正
な
輸
出
入
貨
物
通
関
、
関
税
等
の
適
正
な
徴
収

等
社
会
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
日
々
懸
命
に
職
務
に
あ
た
っ

て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
終
息
後
、
訪
日
外
国
人
旅
客
数
は
増
加
し
続
け
、
地
方

空
港
で
は
定
期
便
の
復
活
や
新
規
就
航
が
相
次
い
で
い
る
ほ
か
、
海

港
で
は
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
隻
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、
相
互

応
援
に
よ
っ
て
対
応
し
て
も
な
お
取
締
職
員
は
不
足
し
て
お
り
、
休

暇
さ
え
満
足
に
取
得
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。 

ま
た
、
令
和
４
年
か
ら
の
ロ
シ
ア
等
に
対
す
る
輸
出
入
規
制
、
経

済
安
全
保
障
の
取
締
強
化
へ
の
対
応
な
ど
、
通
関
部
門
の
業
務
量
も

年
々
増
加
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
習
得
す
べ
き
知
識
も
年
々
複
雑

化
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
人
員
や
取
締
機
器
も
増
加
し
、
そ
れ
を
管
理
す
る
総

務
・
管
理
系
の
仕
事
は
増
加
し
て
い
る
が
、
職
員
数
は
変
わ
ら
ず
、

疲
弊
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
我
々
は
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
、

税
関
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す
た
め
、
ま
す
ま
す
増
大
・
困
難

化
す
る
業
務
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
要
求
し
た
人
員
増

が
実
現
せ
ず
、
そ
の
た
め
、
現
場
に
お
け
る
一
人
一
人
に
課
せ
ら
れ

た
責
任
・
業
務
量
は
加
速
度
的
に
増
大
の
一
途
で
あ
る
！ 

こ
の
情
勢
の
な
か
、
当
関
の
職
員
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守

り
、
そ
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
旺
盛
な
る
使
命
感
・
責
任
感
を
も

っ
て
業
務
に
ま
い
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
組
合
の
力
な
く

し
て
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

私
た
ち
函
館
地
区
本
部
と
共
に
組
織
の
総
力
を
結
集
し
、
ゆ
と
り

あ
る
職
場
、
豊
か
な
生
活
を
か
ち
と
る
た
め
、
今
後
と
も
力
を
合
わ

せ
て
、
勇
気
を
も
っ
て
行
動
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！ 

 
 

函
館
税
関
は
、
北
海
道
と

北
東
北
３
県
と
い
う
広
大

な
管
轄
区
域
を
も
ち
、
そ
の

中
に
多
く
の
遠
隔
地
・
小
規

模
官
署
が
散
在
し
て
い
る
。

職
員
の
多
く
が
地
方
に
配

置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

情
の
な
か
、
社
会
悪
物
品
の 

激励及び連帯メッセージ紹介 

 
11．14央総決起集会の開催にあたり、多くの国会議員及び上部団体・友誼団体から激励と連帯のメッセージ
が寄せられました。 
日頃より、税関労組の活動に対して、ご理解とご協力をいただいている方々です。 

【【自自由由民民主主党党】】    森 英介、鈴木 俊一、田中 和德、御法川 信英、田畑 裕明、石田 昌宏 

【【立立憲憲民民主主党党】】    原口 一博、海江田 万里、末松 義規、逢坂 誠二、小沢 雅仁、柴 愼一 

【【上上部部団団体体及及びび友友諠諠団団体体】】日本労働組合総連合会、国際公務労連加盟組合日本協議会、公務・公共サービス労

働組合協議会、全日本自治団体労働組合、全日本水道労働組合、日本高等学校教職員組合、全国林野関連労働

組合、政府関係法人労働組合連合、全駐留軍労働組合、全開発労働組合、国公関連労働組合連合会、国税労働

組合総連合、全財務労働組合、全大蔵労働組合連絡協議会、全印刷局労働組合、酒類総合研究所労働組合、全

造幣労働組合、全日本たばこ産業労働組合、全国労働者共済生活協同組合連合会、中央労働金庫 
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さ
ら
に
、
同
じ
く
管
内
の
博
多
港
に
つ
い
て
も
、
入

国
旅
客
が
前
年
比
で
よ
り
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。 

加
え
て
、
入
国
旅
客
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
他

に
も
、
越
境
Ｅ
Ｃ
の
急
拡
大
に
よ
り
、
当
関
に
お
け
る

輸
入
小
口
貨
物
の
申
告
件
数
も
急
速
に
増
加
し
て
い

る
。 こ

の
よ
う
に
業
務
量
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ

っ
て
、
取
締
業
務
の
面
か
ら
み
て
も
様
々
な
変
化
が
生

じ
て
お
り
、
そ
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
現
在
の
人
員
で
は
、
増
加
し
て
い
く
業
務

量
に
足
り
て
お
ら
ず
、
組
合
員
の
旺
盛
な
使
命
感
を
持

っ
て
し
て
も
限
界
に
達
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。 

必
要
な
定
員
確
保
以
外
に
も
、
職
員
の
処
遇
改
善
、

職
場
環
境
整
備
等
、
数
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
す
ま
す
組
合
の
持
つ

役
割
は
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。 

Ｘ
線
検
査
装
置
や
不
正
薬
物
・
爆
発
物
探
知
装
置
を
搭
載
し

た
特
殊
車
両
の
運
転
も
担
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
行
（
一
）
職
員
は
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
が
頻

繁
に
往
来
す
る
港
湾
地
域
な
ど
、
一
般
の
道
路
と
は
違
う
危

険
な
場
所
を
運
転
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
安
全
運
転
訓
練
・

講
習
や
職
員
運
転
指
名
者
の
技
量
見
極
め
、
さ
ら
に
は
安
全

運
転
の
啓
発
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
単
に
運
転
す
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
付
加
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
形
で
税
関
行
政
に
携
わ
っ
て
い
る
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
技
能
労
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
昭
和
58
年

の
閣
議
決
定
を
受
け
、
職
員
の
後
補
充
は
原
則
と
し
て
不
補

充
と
な
っ
て
お
り
、
部
下
数
制
限
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
位

級
へ
の
昇
格
が
進
ま
ず
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
処
遇
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。 

実
際
に
名
古
屋
税
関
で
は
私
の
採
用
を
最
後
に
26
年
間
自

動
車
運
転
手
の
採
用
が
な
い
。
入
関
し
た
時
に
は
10
名
い
た

運
転
手
も
現
在
は
、
再
任
用
者
を
含
め
５
名
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
業
務
量
は
減
少
す

る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、
現
在
の
人
数

で
は
、
裁
く
こ
と
が
で
き
ず
、
各
職
場
か
ら
要
請
の
あ
っ
た

出
張
等
に
係
る
運
転
を
断
る
な
ど
、
支
障
が
出
て
い
る
状
況

に
あ
る
。 

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
中
央
で
、
毎
年
各
専
門
員
会

を
開
催
し
、
職
場
の
実
態
把
握
・
運
動
の
進
め
方
や
要
求
事

項
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
図
り
、
関
税
局
長
及

び
各
税
関
長
に
対
し
技
能
職
組
合
員
の
処
遇
改
善
等
の
要
求

書
を
提
出
す
る
な
ど
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
要

求
が
届
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
国
家
公
務
員
の
定
年
を
段

階
的
に
65
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
技
能
職
職

員
に
は
役
降
り
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
車
庫
長
と
い

っ
た
役
職
の
ま
ま
、
降
任
せ
ず
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
高
年
層
の
処
遇
停
滞
に
繋
が
る
の
で
、

当
局
に
対
し
、
停
滞
と
な
ら
な
い
よ
う
強
く
要
求
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
技
能
職
職
員
を
取
り
巻
く
情
勢
は
非
常
に

厳
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
税
関
労
組
に
結
集
し
、

全
国
に
い
る
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
要
求
実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
を
一
層
強
め
て
い
く
。 

名古屋地区本部  

平松さん 

私
た
ち
門
司
地
区
本
部
は
、「
健
康
で
明
る
く
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
」「
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
が
実
感
で
き

る
生
活
」
の
実
現
に
向
け
て
、
各
地
区
本
部
と
と
も

に
活
動
を
行
っ
て
い
く
。 

 
な
い
人
員
で
大
規
模
官
署
に
働
く
職
員
一
人
当
た
り
と
変
わ
ら
な

い
業
務
量
を
こ
な
し
、
ま
た
年
々
、
複
雑
・
困
難
化
し
て
い
く
業

務
を
不
断
の
努
力
で
遂
行
日
夜
精
励
し
て
い
る
。
一
方
、
２
０
２

４
年
の
九
州
へ
の
入
国
旅
客
数
は
約
５
０
０
万
人
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
下
、
当
関
は
九
州
の
玄
関
口
で
あ
る
福
岡
空
港

を
管
轄
し
て
お
り
、
同
空
港
の
入
国
旅
客
は
約
３
４
０
万
人
で
あ

っ
た
。
対
前
年
比
で
27
・
６
％
増
と
伸
び
、
過
去
最
高
と
な
っ
て

い
る
。 

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
中
央
で
、
毎
年
各
専
門
員
会
を
開

催
し
、
職
場
の
実
態
把
握
・
運
動
の
進
め
方
や
要
求
事
項
の
構
築

な
ど
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
図
り
、
関
税
局
長
及
び
各
税
関
長
に

対
し
技
能
職
組
合
員
の
処
遇
改
善
等
の
要
求
書
を
提
出
す
る
な

ど
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
要
求
が
届
か
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
国
家
公
務
員
の
定
年
を
段
階
的

に
65
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
技
能
職
職
員
に
は
役

降
り
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
車
庫
長
と
い
っ
た
役
職
の
ま

ま
、
降
任
せ
ず
定
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

中
高
年
層
の
処
遇
停
滞
に
繋
が
る
の
で
、
当
局
に
対
し
、
停
滞
と

な
ら
な
い
よ
う
強
く
要
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
技
能
職
職
員
を
取
り
巻
く
情
勢
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
税
関
労
組
に
結
集
し
、
全
国
に
い

る
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
要
求
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
一

層
強
め
て
い
く
。 

門司地区本部 

財前さん 

税
関
は
、
水
際

の
最
前
線
に
お

い
て
、
「
安
全
・

安
心
な
社
会
の

実
現
」
、「
適
正
か

つ
公
平
な
関
税

等
の
徴
収
」
、「
貿

易
の
円
滑
化
の

推
進
」
と
い
う
３

つ
の
使
命
を
果

た
す
べ
く
、
空
港

や
港
を
始
め
と

す
る
様
々
な
職

場
で
、
不
正
薬
物

や
銃
砲
、
金
地
金

等
の
密
輸
取
締

り
、
輸
出
入
貨
物

の
通
関
業
務
及

び
輸
出
入
事
後

調
査
な
ど
の
業

務
を
行
っ
て
い

る
な
か
、
自
動
車

運
転
手
は
、
普
通

車
両
の
運
転
に

加
え
、
税
関
の
密

輸
取
締
業
務
に

欠
か
す
こ 

門
司
税
関
に
は
、

26

の
官
署
が
存
在

し
、
管
内
に
は
離
島

も
多
く
小
規
模
官

署
も
多
数
あ
る
。
そ

れ
ら
の
官
署
で
働

く
職
員
は
、
国
民
か

ら
の
行
政
需
要
に

応
え
る
べ
く
、
高
い

使
命
感
を
持
ち
、
少 

つ
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
空
港
や
港
を
始
め
と
す
る
様
々
な

職
場
で
、
不
正
薬
物
や
銃
砲
、
金
地
金
等
の
密
輸
取
締
り
、
輸

出
入
貨
物
の
通
関
業
務
及
び
輸
出
入
事
後
調
査
な
ど
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
な
か
、
自
動
車
運
転
手
は
、
普
通
車
両
の
運
転
に

加
え
、
税
関
の
密
輸
取
締
業
務
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
、 

2025120274-税関労組ニュース982号.indd   32025120274-税関労組ニュース982号.indd   3 2025/12/11   10:17:192025/12/11   10:17:19



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

要要請請書書をを受受けけ取取るる馬馬場場崎崎税税関関考考査査管管理理室室長長（（右右））  

TThhee  JJaappaann  CCuussttoommss  PPeerrssoonnnneell  LLaabboouurr  UUnniioonn          998822号号    PP44  

や経済安全保障に係る輸出貨物への対応など、体制整備を必要とする業務が増加している。 

他方、覚醒剤等不正薬物の水際取締りにおいては、直近９年前から不正薬物の押収量は連続で１トンを

超えており、今年も上半期で１トンを超え、10 年連続が確定している。そして、押収量の増加に伴い、密

輸手口も年々巧妙化しており、これらに毅然と対応していくには、これまで以上のマンパワーが必要で、

税関職員の定員確保、大幅な増員は必然である。 

加えて、国家公務員の定年の段階的引き上げなど、将来に対して不安を抱かざるを得ない問題も山積し

ているが、水際の第一線にあって、国民の安全と安心を守り、適正・公平に関税等を徴収し、貿易の円滑

化を推進して経済の発展に寄与すべく、わたしたちは日夜、誇り高く職務に精励している。 

どんなに社会情勢や環境が変化しようとも、わたしたちは、国民から負託された税関職員としての使命

を果たしつつ、要求の実現のために、全国の仲間が結ばれていることを基盤として、自らの意思を行動に

移していかなければならない。 

先日開催された第６６回定期大会において、組織の重点取組を盛り込んだ運動方針を決定し、また、本

集会における各地区本部の力強い決意表明をもって、要求の実現に向けて考え行動していくことを、本日

あらためて確認した。 

わたしたち日本税関労働組合は、「健康で明るく働きがいのある職場」、「ゆとり、豊かさが実感できる生

活」の実現を目指し、全国の仲間とともに総力を結集して、税関という職場の未来のため、いかなる困難

にも屈することなく最後まで闘い抜くことをここに宣言する。 

 

令和７年１１月１４日 

日 本 税 関 労 働 組 合 

１ １ . １ ４ 中 央 総 決 起 集 会 

 

集 会 宣 言 

横浜地区本部 
清水さん 

税
関
労
組
は
、
11
月
17
日
（
月
）
、
中
央
総
決
起

集
会
に
て
採
択
さ
れ
た
集
会
宣
言
を 

「
税
関
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
要
請
書
」 

と
し
て
関
税
局
長
あ
て
に
提
出
し
、
集
会
宣
言
の
趣

旨
を
十
分
に
理
解
し
、｢

健
康
で
明
る
く
働
き
が
い

の
あ
る
職
場｣

と
な
る
よ
う
、
格
段
の
努
力
を
要
請

し
ま
し
た
。 

当
局
か
ら
は
、
「
関
税
局
長
を
始
め
、
局
幹
部
等

に
お
伝
え
す
る
。
」
と
の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。 

わたしたち日本税関労働組合は、「健康で明るく働きがいのある職場」、「ゆとり、

豊かさが実感できる生活」の実現を理念とし、日々、活動を展開し続けている。 

現在、税関の職場では、増加し続けている訪日外国人旅客への対応、越境電子商取引

の拡大や輸入貨物の小口化の進展に伴い、航空貨物などの激増への対応、ロシア情勢

2025120274-税関労組ニュース982号.indd   42025120274-税関労組ニュース982号.indd   4 2025/12/11   10:17:192025/12/11   10:17:19



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TThhee  JJaappaann  CCuussttoommss  PPeerrssoonnnneell  LLaabboouurr  UUnniioonn            998822号号    PP55  

要請書を手交している様子 

 

税
関
労
組
は
10
月
20
日
、
仲
野
中
央
執
行

委
員
長
含
め
総
勢
５
名
で
人
事
院
と
の
交
渉

を
実
施
し
、
人
事
院
総
裁
あ
て
「
税
関
職
員

の
処
遇
改
善
等
に
関
す
る
要
請
書
」
を
人
事

院
給
与
局
の
辻
本
給
与
第
二
課
制
度
班
専
門

官
に
手
交
し
ま
し
た
。
交
渉
は
冒
頭
、
仲
野

中
央
執
行
委
員
長
に
よ
り
、
税
関
を
取
り
巻

く
情
勢
の
変
化
に
よ
り
税
関
職
員
の
業
務
量

及
び
職
責
が
増
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
本

年
３
月
の
衆
参
で
の
全
会
一
致
の
附
帯
決
議

獲
得
に
よ
り
国
政
の
場
に
お
い
て
与
野
党
問

わ
ず
賛
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
税
関

職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
な
お
一
層
の
ご

理
解
を
賜
る
よ
う
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
原
川
書
記
長
が
級
別
定
数
の
改
善
を

中
心
と
し
た
要
請
書
の
記
書
き
及
び
趣
旨
を

説
明
し
ま
し
た
。 

 

 

税
関
労
組
は
、
10
月
20
日
（
月
）
、
仲
野
中

央
執
行
委
員
長
含
め
総
勢
５
名
で
、
内
閣
人
事

局
と
の
個
別
交
渉
を
実
施
し
、
国
家
公
務
員
制

度
担
当
大
臣
あ
て
「
税
関
職
員
の
定
員
確
保
等

に
関
す
る
要
請
書
」
を
内
閣
官
房
内
閣
人
事
局

（
金
融
庁
・
財
務
省
担
当
）
勝
俣
参
事
官
補
佐

に
手
交
す
る
と
と
も
に
、
税
関
を
取
り
巻
く
状

況
を
説
明
し
、
税
関
職
員
の
定
員
増
へ
の
理
解

を
求
め
ま
し
た
。 

交
渉
は
冒
頭
、
仲
野
中
央
執
行
委
員
長
に
よ

り
、
税
関
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
に
よ
り
税

関
職
員
の
業
務
量
及
び
職
責
が
増
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
本
年
３
月
の
衆
参
で
の
全
会
一
致

の
附
帯
決
議
獲
得
に
よ
り
国
政
の
場
に
お
い
て

与
野
党
問
わ
ず
賛
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
税
関
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
な
お
一 

こ
れ
に
対
し
て
、
辻
本
専
門
官
か
ら
は
、 

「
税
関
職
員
の
方
々
に
お
か
れ
て
は
、
使
命

を
果
た
す
た
め
に
、
日
夜
、
職
務
に
精
励
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
。
」
と
し
た
上

で
、 

「
級
別
定
数
の
改
定
作
業
に
つ
い
て
は
、
本

年
予
算
編
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
作

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
１２

月
下
旬
に
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
級
別
定

数
の
設
定
改
定
に
関
す
る
人
事
院
の
意
見
を

申
し
出
る
予
定
で
あ
る
。
」 

「
級
別
定
数
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
に
お
け
る
業
務
の
複
雑
、
困
難
、

高
度
化
と
い
う
実
情
、
組
織
の
人
員
構
成
を

も
考
慮
し
て
必
要
に
応
じ
専
門
職
の
増
置
や

各
官
職
の
関
わ
り
等
の
措
置
を
行
い
、
世
代

間
の
公
平
性
や
、
円
滑
な
人
事
管
理
と
い
っ

た
面
に
も
で
き
る
限
り
配
慮
し
な
が
ら
改
定

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
」 

と
の
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
髙
橋
副
中
央
執
行
委
員
長
（
東

京
）
、
齋
藤
副
中
央
執
行
委
員
長
（
横
浜
）、

福
本
副
中
央
執
行
委
員
長
（
長
崎
）
か
ら
税

関
労
組
を
代
表
し
て
各
現
場
の
声
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
業
務
量
及
び
職
責
に
見
合

っ
た
４
級
か
ら
６
級
ま
で
の
級
別
定
数
の
確

保
な
ど
、
処
遇
の
改
善
に
つ
い
て
重
ね
て
お

願
い
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
辻
本
専
門
官
か
ら
は
、 

「
本
日
い
た
だ
い
た
要
望
や
伺
っ
た
職
場
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
査
定
に
し
っ
か

り
と
活
か
し
て
い
き
た
い
」 

と
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

税
関
労
組
と
し
て
引
き
続
き
、
定
員
確
保

の
必
要
性
を
訴
え
続
け
て
い
き
ま
す
。 

要請書を手交している様子 

層
の
ご
理
解
を
賜
る
よ
う
要
請
を
行

っ
た
後
、
髙
橋
副
中
央
執
行
委
員
長

（
東
京
）
、
齋
藤
副
中
央
執
行
委
員
長

（
横
浜
）
、
福
本
副
中
央
執
行
委
員
長

（
長
崎
）
か
ら
税
関
労
組
を
代
表
し

て
各
現
場
の
声
を
お
伝
え
す
る
と
と

も
に
、
業
務
量
及
び
職
責
に
見
合
っ

た
４
級
か
ら
６
級
ま
で
の
級
別
定
数

の
確
保
な
ど
、
処
遇
の
改
善
に
つ
い

て
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
勝
俣
参
事
官
補
佐

か
ら
は
、 

 

「
本
年
５
月
に
関
西
空
港
税
関
支

署
、
大
阪
税
関
外
郵
出
張
所
、
コ
ン

テ
ナ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
現

場
の
実
情
を
拝
見
し
た
。
お
話
に
も

あ
っ
た
通
り
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
、
Ｓ

Ｐ
貨
物
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は

重
々
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
内

に
は
訪
日
外
人
が
多
く
い
る
こ
と
も

承
知
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景

も
あ
っ
て
税
関
職
員
の
皆
さ
ん
が
ご

苦
労
し
て
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
。
定
員
に
関
し
て
は
、
コ
メ
ン
ト

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
け
れ
ど
も
、

し
っ
か
り
と
検
討
し
査
定
を
行
っ
て

い
く
。
特
に
合
理
化
、
効
率
化
を
図

っ
た
う
え
で
の
査
定
と
な
る
。」 

と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

税
関
労
組
と
し
て
引
き
続
き
、
定

員
確
保
の
必
要
性
を
訴
え
続
け
て
い

き
ま
す
。 
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税
関
労
組
で
は
、
運
動
方
針
「
Ⅸ 

よ
り

良
い
社
会
を
め
ざ
し
て
」
の
も
と
、
労
働
組

合
の
持
つ
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
、

「
愛
の
カ
ン
パ
」
や
「
平
和
行
動
へ
の
参
加
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
年
も
連
合
よ
り
、
２
０
２
５
年
度
「
連

合
・
愛
の
カ
ン
パ
」
の
取
組
み
の
協
力
要
請

が
各
加
盟
組
織
に
あ
り
ま
し
た
。
税
関
労
組

と
し
て
も
長
年
に
わ
た
っ
て
協
力
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
皆
様
か
ら
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
央
書
記
局
若

し
く
は
各
地
区
本
部
執
行
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

「連合・愛のカンパ」については、

社会貢献活動として取り組むもので、

ＮＧＯ・ＮＰＯ等の事業・プログラム

への支援、および自然災害等による被

災者に対する支援・救済を目的として

おります。 

なお、2024年度「連合・愛のカン

パ」への全国からの集約金は、およそ

8,681 万円となりました。ご協力あ

りがとうございました。 

書記長会議の様子 

 
税
関
労
組
は
11
月
１
日
、
11
月

２
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
各
地
区

本
部
か
ら
書
記
長
等
が
集
ま
り
、

66
期
第
１
回
書
記
長
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
議
は
各
地
に
お
け
る

実
情
や
問
題
点
、
ま
た
、
関
税
局
長

交
渉
の
議
題
、
組
合
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

て
し
ま
う
の
も
な
ん
だ
か
勿
体
な
い
と
い
う
謎

の
強
い
衝
動
（
決
し
て
前
任
者
か
ら
の
圧
力
等

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
）
に
駆
ら
れ
て
い
る
の
も

あ
り
、
今
期
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

人
生
初
の
東
京
生
活
、
右
も
左
も
分
か
ら
な

い
仕
事
、
と
い
っ
た
公
私
に
お
け
る
環
境
激
変

の
中
、
最
初
の
二
カ
月
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
こ
の
文
章
の
執
筆
現
在
も
要
請
行
動
中

の
合
間
時
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
、
ネ
タ
は
ど

う
し
よ
う
か
と
頭
を
悩
ま

せ
つ
つ
、
新
聞
作
成
に
苦

慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
次
回
以
降

少
し
で
も
エ
ッ
セ
イ
ら
し

い
も
の
を
お
届
け
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
一
読
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

 

 

第 17号 

書
記
次
長
の 

つ
ぶ
や
き 

 

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
！
今
期
か
ら
書

記
次
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
函
館
地
本
出
身
の
田
村
と

申
し
ま
す
。
初
め
て
な
の
で
少
し
だ
け
自

己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
私
は

入
関
か
ら
十
数
年
、
北
海
道
内
の
官
署
を

転
々
と
し
ま
し
て
、
組
合
に
お
い
て
は
地

区
分
会
長
を
数
年
務
め
て
い
た
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
経
験
は
無
く
、
未
熟
者
の
身

で
す
が
、
選
任
さ
れ
た
以
上
は
役
目
を
果

た
す
よ
う
尽
力
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

近
年
始
ま
っ
た
「
書
記
次
長
の
つ
ぶ
や

き
」
で
す
が
、
自
分
の
代
で
途
絶
え
さ
せ
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